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⑴ 活用施設決定までの経緯

学校学習環境規模適正化推進計画（R６年１月）
西脇東中学校と黒田庄中学校の統合について
・活用する施設を協議により決定
・統合懇談会でより良い教育環境についての意見交換等

地域意向調査（アンケート）

教育委員会で協議

調査結果 意見交換の結果等

活用施設を決定
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３

教育委員会で協議の結果、活用する施設は西脇東中学校の
校舎となりました。

４人の教育委員は、次の４点に注目して判断されました。

項目① 施設の安全性に関するもの

項目② 施設活用の柔軟性に関するもの

項目③ 適正な学校規模に関するもの

項目④ その他

⑵ 協議結果について
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教育委員会で協議の結果、活用する施設は西脇東中学校の
校舎となりました。

４人の教育委員は、次の４点に注目して判断されました。

項目① 施設の安全性に関するもの

項目② 施設活用の柔軟性に関するもの

項目③ 適正な学校規模に関するもの

項目④ その他

⑵ 協議結果について
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問６ 子どもの良好な教育環境の確保のために重要だと考えること
安全性に関する項目 No.9,12

⑵ 協議結果について（地域意向調査結果）

12.災害等のおそれが少ない安全な環境で
あること

全体 比延地区 黒田庄地区

397件
11.1％

184件
14.2％

213件
9.4％

全体②位 比延地区①位 黒田庄地区②位

9.通学路や通学手段が安全であること

全体 比延地区 黒田庄地区

479件
13.4％

162件
12.5％

317件
14.0％

全体①位 比延地区②位 黒田庄地区①位

問６集計結果
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項目① 施設の安全性に関するもの

⑵ 協議結果について

校舎の規模や設計などを踏まえて、廊下の見通しや職員室の配置などを比較した
際、西脇東中学校の方が、生徒に対する教職員の目がより行き届きやすく、生徒
の安全が確保されやすい環境であると考えられること。

西脇東中 黒田庄中

校舎面積 3,110㎡ 4,242㎡

建物階数 ２階建 ３階建

想定学級数 ６クラス 12クラス

生徒玄関横から １階の見通し 階段すぐからの２階見通し

ア．
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項目① 施設の安全性に関するもの

⑵ 協議結果について

両校ともに学校敷地はハザードマップでも安全であることが確認されているが、
地域意向調査の結果で示されているように、安全性をより重視するのであれば、
災害発生の恐れがある区域から離れた立地にある西脇東中学校の方が、通学等で
使用する学校周辺も含めて、より安全・安心な環境と考えられること。

○黒田庄中学校の隣接区域（2日間で750mmを想定）
①土砂災害警戒区域 急傾斜（レットゾーン、イエローゾーン）
②山腹崩壊危険区域
③浸水想定区域３ｍ未満

イ．

①
②

③
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教育委員会で協議の結果、活用する施設は西脇東中学校の
校舎となりました。

４人の教育委員は、次の４点に注目して判断されました。

項目① 施設の安全性に関するもの

項目② 施設活用の柔軟性に関するもの

項目③ 適正な学校規模に関するもの

項目④ その他

⑵ 協議結果について
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問６ 子どもの良好な教育環境の確保のために重要だと考えること
施設の柔軟性に関する項目 No.８

⑵ 協議結果について（地域意向調査結果）

８.多様な学びに対応できる施設であること

全体 比延地区 黒田庄地区

255件
7.2％

92件
7.1％

163件
7.2％

全体④位 比延地区⑦位 黒田庄地区③位

問６集計結果

９
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項目② 施設活用の柔軟性に関するもの

⑵ 協議結果について

西脇東中学校は、普通教室の壁が可動式であり廊下の多目的
スペースを活用できることから、多様な教育活動に対応でき
る可能性が考えられ、タブレット端末を用いた学習や個別最
適な学びの実現など、柔軟な対応が可能と考えられること。

タブレットの活用複線型授業
（クラウド活用）

一斉でインプットや
課題・活動確認

白紙共有

他者参照

他者参照 他者参照

学習の途中を何度でも参照（途中参照）ＵＲＬの活用

協働を自己決定

協働を自己決定

課題提出

教師＞把握と指導

出典：文部科学省有識者インタビュー「GIGAスクール構想×クラウド活用」

個人や小グループでの
活動が増える
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項目② 施設活用の柔軟性に関するもの

⑵ 協議結果について

西脇東中学校 令和２年度（多目的スペースの利用）

👉個別最適な学びの実現に対応できる機能

普通教室の廊下側の
壁が可動式となって
おり、廊下の多目的
スペースが利用可能
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教育委員会で協議の結果、活用する施設は西脇東中学校の
校舎となりました。

４人の教育委員は、次の４点に注目して判断されました。

項目① 施設の安全性に関するもの

項目② 施設活用の柔軟性に関するもの

項目③ 適正な学校規模に関するもの

項目④ その他

⑵ 協議結果について
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問６ 子どもの良好な教育環境の確保のために重要だと考えること
適正な学校規模に関する項目 No.３

⑵ 協議結果について（地域意向調査結果）

３.将来の生徒数の減少等を見据えて、適正
な施設規模であること

全体 比延地区 黒田庄地区

242件
6.8％

108件
8.3％

134件
5.9％

全体⑤位 比延地区④位 黒田庄地区⑧位

問６集計結果

13
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項目③ 適正な学校規模に関するもの

⑵ 協議結果について

年少人口の減少に伴い、統合中学校の学級数は将来的に減
少する見込みであることから、西脇東中学校の方が将来の
学級数を見通して、適正な学校規模と考えられること。

11年後（R17）に
は３クラスになる
見込み

最大で６クラス
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教育委員会で協議の結果、活用する施設は西脇東中学校の
校舎となりました。

４人の教育委員は、次の４点に注目して判断されました。

項目① 施設の安全性に関するもの

項目② 施設活用の柔軟性に関するもの

項目③ 適正な学校規模に関するもの

項目④ その他

⑵ 協議結果について
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項目④ その他

⑵ 協議結果について

西脇東中学校の体育館は、建築年が平成22（2010）年
と新しく、使いやすい施設と考えられること。

西脇東中学校で計画している増築校舎は、新しい施設で
あり、生徒の学びにとって、より快適かつ効果的な教育
環境の実現につながると考えられること。

ア．

イ．
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ありがとうございました


